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公益財団法人 日本卓球協会 2020年度 第３回理事会 報告 
 

【日時】 
 2020年 12月 19日(土)   13:00  ～  17:06   
 
【場所】 
 東京･Japan Sport Olympic Square 8F・(公財)日本卓球協会事務局（web 会議） 
 
◎決議事項 
 第１号議案 専務理事提案 （星野専務理事） 

①ダブルスの試合の可否について    承認 
1.日本卓球協会は、ダブルスの試合について、日本卓球協会の新型コロナウイルス感
染症対策ガイドラインの通り、2020年度は推奨しない。 

2.2021年度の本協会主催大会については、ダブルスの試合を可能な限り実施したい。 
3.2020年度及び 2021 年度の各加盟団体主催大会において、ダブルスの試合を開催す
る場合は、三密や接触を避けるなどの防疫措置を十分に講じ、地域の実情に則した
独自のガイドラインを設けて実施すること。 

 
②2022～2024 年度ナショナルチームオフィシャルサプライヤー入札について  承認 

1.応募対象メーカーの要件 
本協会｢公認用具指定業者｣でユニフォームの権利を有しているﾒｰｶｰのみとする 

2.入札日時 
日時：2021年 4 月 
場所：日本卓球協会事務局 Japan Sport Olympic Square 内 

3.獲得権利期間 
2022年 4 月 1 日から 2025 年 3月 31日までの 3 年間 

4.入札内容 
カテゴリー  ①男子 NT･JNT･HNT(全ての候補も含む)オフィシャルサプライヤー権 

②女子 NT･JNT･HNT(全ての候補も含む)オフィシャルサプライヤー権 
5.応募について 
6.応募（入札）関係問い合わせ先 
 

③2021・2022 年度専門委員会委員長の推薦について    承認 
・競技者育成委員会  ･･･ 小岩 孝一 氏（継続） 
・広報委員会      ･･･ 上島  慶 氏（新任） 
・ルール・審判委員会 ･･･ 善部 政和 氏（新任） 
・アスリート委員会  ･･･ 岸田 聡子 氏（継続） 
・組合せ委員会    ･･･ 加賀谷 修 氏（継続） 
・段級制委員会     ･･･ 鈴木 達也 氏（継続） 
・クラブ委員会     ･･･ 丸川 真一 氏（継続） 
・レディース委員会   ･･･ 濱野 加代子 氏（新任） 
・マスターズ・ラージボール委員会 ･･･ 椙下  博 氏（継続） 
・スポーツ医・科学委員会     ･･･ 吉田 和人 氏（継続） 
・中学生普及委員会    ･･･ 神村 義裕 氏（継続） 
・アンチ・ドーピング委員会    ･･･ 小笠 博義 氏（新任） 
・登録推進委員会    ･･･ 中山 孔夫 氏（新任） 
・環境委員会      ･･･ 小畑 幸生 氏（継続） 
・ホープス委員会    ･･･ 松下 雄二 氏（継続） 
・用具委員会      ･･･ 長谷川 敦司 氏（継続） 
・指導者養成委員会   ･･･ 葛西 順一 氏（継続） 

新委員は、新委員長を中心に委員を推挙し、都道府県卓球協会／連盟に確認の上、第
4回理事会に提案する。新委員会発足は、2021 年 4月 1日。 
 

④スポーツガバナンスコード（自己説明・公表）について    承認 
一部は 12 月～1 月に改めて理事に示し、2021 年 2 月～3 月に本協会 WEB サイトで自
己公表をする。 
 

⑤会賓の追加について    承認 
丸田 哲生 氏(宮崎県卓球協会 会長)を会賓とする。 
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⑥ルール・審判委員会委員の変更について    承認 
ルール・審判委員会 委員 氏田 和孝 氏 を 中村 秀樹 氏 とする。 
 

 第２号議案 事業部提案 （金﨑常務理事） 
①2021 年度全国大会について    承認 

1.2021年度全国大会開催地・日程について 
2.2021年度主要全国大会申込締切日について 
 

②2021 年度大会要項について    承認 
1.全大会共通の改正 
(1)全国大会各都道府県予選会の実施方法文言について文言を統一する。 
(2)2020 年度中止になった全国大会の 2021年度推薦者(ﾁｰﾑ)の取り扱いについて 

1)2020年度全国大会が中止になった大会の対応について 
2)2022年(2021 年度)天皇杯・皇后杯全日本卓球選手権大会について 

(3)全国大会、国際大会、選考会開催及び登録数による参加枠増員について 
1)全国大会、国際大会及び選考会開催による参加枠増員は、中止した大会の主
管地は増枠せず、開催した全国大会主管地には増枠をする。 

2)登録数が「前年比 2％増加」した加盟団体の参加枠増員については、例年どお
り 2020 年度登録数で計算する。 

3)前年度と比較し各カテゴリー登録者数が同数以上であるにも拘わらず、参加
枠の算定により参加枠数が減少した場合は、例年どおり前年度と同様の枠数
を与える。 

(4)2021 年度各都道府県の全国大会参加枠について 
1)2020年度登録数で決める。 

(5)全日本卓球選手権大会(ﾎｰﾌﾟｽ･ｶﾌﾞ･ﾊﾞﾝﾋﾞの部) 
1)競技ルール：粒高ラバーとアンチ系ラバーの使用制限はない。を削除する。 

(6)10年連続本大会出場チームの表彰について(全国ﾎｰﾌﾟｽ大会、全日本ｸﾗﾌ選手権大会) 
1)2020年大会は中止になったため、連続出場計算からは除く。 

(7)全日本クラブ卓球選手権大会 
1)ランキングチームの推薦出場にともなう大会開催回数について 
(11)参加資格の 18)第 40 回以降の大会については、本年度大会が中止となっ
たため「第 40 回」を「第 41回」に変更する。 

(8)全日本社会人卓球選手権大会に、全国教職員卓球選手権大会からの推薦出場(男
女シングルス各 1名、男女ダブルス 1組)は、締切日に間に合うので認めたい。 

(9)その他 
上記以外で、大会要項の表記に不備がある場合は、大意を変えないように修正
を行う。 

 
③2020・2021 年度主管費について    承認 

1.主管費について(案) 
(1)空調費(仮設経費含む)を、本協会が指定する大会主管費に増額する。 

1)2021年度大会 … 5 大会(6～9 月開催大会) 
全日本ﾎｶﾊﾞ、全日本実業団、全国ﾎｰﾌﾟｽ、全日本ｸﾗﾌﾞ、全国ﾚﾃﾞｨｰｽ 

2)本年度 6～9 月に開催予定であった大会が、来年度 6～9 月開催以外に変更と
なった場合は減額する。… 1大会   全日本ﾗｰｼﾞ 

(2)新型コロナウイルス感染予防対策費を、全国大会主管費に増額する。 
 

④2022 年度大会要項について    承認 
1.全日本実業団卓球選手権大会について(大会要項に予告記載)  
(1)3番のダブルスは、「3ゲームマッチ」とする。 

 
⑤2022 年度全日本卓球選手権（団体の部）について    承認 

1.2023 年度の鹿児島国体開催に伴い、2022 年度に鹿児島県で全日本卓球選手権大会
(団体の部)を開催する。 

 
⑥大会諸連絡について（新型コロナウイルス感染症対策）    承認 
全国ホープス選抜大会、全国中学選抜大会の「諸連絡」に、以下を記載する。 
また、新型コロナウイルス感染予防対策が必要でなくなるまで参加者、役員・審判員
・補助員の安全・安心の為にこのような対応を行うとし、大意を変えないように修正
する場合がある。 
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1.次の場合は、参加を見合わせてください。(大会参加辞退) 
(1)大会前 2週間以内で以下の事項に該当する者 

①平熱を超える発熱(おおむね 37 度 5分以上)がある 
②風邪の症状(咳、のど痛みなど) 
③倦怠感(だるさ･体が重い･疲れやすいなど)、呼吸困難(息苦しさなど)がある 
④嗅覚や味覚の異常がある 
⑤新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との濃厚接触がある 
⑥同居家族が新型コロナウイルス感染症を発症した 
⑦同居家族や身近な知人に感染が疑われる者(上記の症状を有する者)がいる 
⑧政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡
航又は当該在住者との濃厚接触がある 

2.大会参加者は以下の項目を遵守すること。 
①選手・監督及び大会役員等すべての来場者は「連絡先および健康状態申告書」
を受付に提出する(各来場日ごとに提出) 

②当日、検温して来場してください 
（会場入り口検温で 37 度 5分以上の発熱及び咳・呼吸困難・倦怠感等の症状
がある場合は入場できません） 

③マスクを持参すること(ベンチでの着用は白以外の色が望ましい) 
④試合時以外はマスクを着用すること 
⑤こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をすること 
⑥他の参加者、審判員及び役員との距離(できるだけ 2ｍ以上、最低 1ｍ程度)を
確保すること(観覧席も同様) 

⑦大会中に大きな声で会話しないこと 
⑧感染防止のために主催者(主管者)が決めたその他の措置を遵守し、指示に従
うこと 

⑨大会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、日本
卓球協会に速やかに報告すること 

3.試合を行う際の留意点 
①試合前後の握手等で身体を接触させる挨拶は行わない(一礼のみ) 
②試合中の選手は大きな声を出さないこと 
③ベンチ・観覧席から声を出しての応援はしないこと(応援は拍手のみとする) 
④タオルの共用はしない 
⑤飲料は自分専用のものを飲み、回し飲みはしない 
⑥卓球台の上を手で拭かない 
⑦シューズの裏を手で拭かない 

4.その他 
(1)中学選抜大会・ﾎｰﾌﾟｽ選抜大会では、チェンジエンドは行わない。 
(2)全国中学選抜大会 

大会前 2 週間以内に生徒または教職員に、新型コロナウイルス感染者が発生した
学校は棄権とします。 

 
 第３号議案 財務部提案 （安西常務理事）    承認 

①2020 年度第三次補正予算について 
三次補正予算は、経常収益合計 912,170 千円、経常費用合計 845,304 千円で 66,866
千円の黒字となり、二次予算の当期経常増減額 13,422千円から、53,444 千円の増額
となった。 
 

第４号議案 総務部提案 （加藤常務理事）    承認 
①2022 年度新体制に向けたｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄﾞ(新しい理事会、組織体制)の在り方について 
新体制案は骨子を元に理事会にてフリーディスカッションを行い、新体制は 2022 年
6月スタートを目標とする。 
 

第５号議案 監事提案 （松本監事）    承認 
①監事監査規程改訂について 
監事監査規程改訂について、定款第 22 条との整合性を持たせるため、第 6 条 3 項の
随時監査について改訂する。 
監事監査規程 第 6条 （一部抜粋） 
3 随時監査は、監事が必要と認めた理事の職務執行及びこの法人の業務・事業につ

いて随時行うものとする。 
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◎報告事項 
 １．専務理事報告 （星野専務理事） 

①2021年に向けたデジタルプラットフォーム改革について 
②アクションプラン進捗状況について 
1-1   トップ選手の強化育成（宮﨑常務理事) 
1-2   全世代の一貫指導体制の構築（宮﨑常務理事） 
2-1   登録会員制度の拡充（星野専務理事） 
3-1   草の根レベルでの環境整備（宮﨑常務理事） 
3-3   象徴的な場「聖地」の創出（宮﨑常務理事） 
4-1   デジタルの最大活用（星野専務理事） 
4-2   スポンサーシップおよび放映権／配信権の最大化（星野専務理事） 
その他  90周年記念事業（加藤常務理事） 

③Ｔリーグ関連について 
④2020年度大会派遣役員について 
⑤JOC加盟団体会長会議報告 
1.ガバナンスコードへの対応について 
2.アスリートの写真・動画によるハラスメント防止の取り組み 
3.東京 2020､北京 2022 大会の選手団派遣･支援に関する準備情報 
4.その他 令和 3年度以降の財政的支援について 

 ２．事業部報告 （金﨑常務理事） 
①国体について((公財)日本スポーツ協会より) 
(1)2023 年(令和 5年)に特別国体として鹿児島国体を開催する。 
(2)2024 年(令和 6年)佐賀、2025年(令和 7 年)滋賀、2026年(令和 8 年)青森と、一

年ずつ開催年が繰り下がる。佐賀大会より国民スポーツ大会に名称変更となる。 
(3)出場枠は開催県と紐づけて考え、来年度の三重大会以降も当初の参加枠の通りと

する。2023 年鹿児島国体は、中止となった 2020 年の鹿児島大会と同様の参加枠
となる。 

 ３．財務部報告 （安西常務理事） 
①中間決算報告 
●中間監査報告（松本監事） 

 ４．国際部報告 （前原副会長） 
①国際部報告 
1.2020年国際卓球連盟年次総会 

1)日本卓球協会からのサービスルールの変更提案について     否決 
2)日本卓球協会からの世界ﾗﾝｷﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄの方式変更の提案について 継続審議 
3)2020年世界ジュニア選手権ポルトガル大会の中止  2020年をもって大会廃止 
4)2021年世界ユース選手権大会           2021年からの新大会 
5)2023年世界選手権大会の開催地    南アフリカ・ダーバンでの開催が決定 

2.2021年東アジアホープス大会  … 記念すべ第 30回を日本で開催する 
大会名称：第 30回東アジアホープス卓球大会 
開催時期：2021 年 12 月 3日(金)～7 日(火)※予定 
開 催 地：福岡県、北九州市 
会  場：北九州市立総合体育館 

3.ワールドマスターズゲームズ 2021関西 
国際ワールドマスターズゲームズ協会の総会において 1 年延期が承認されたが、
具体的な日程は今後継続して調整を行うこととなっている。 

4.国際大会の再開について 
5.世界選手権釜山大会の進捗状況 
再々延期された 2021年 2月 28日～3月 7日の開催可否は、12月中旬に ITTF EC(執
行役員会)にて決定する。 

 ５．強化部報告 （宮﨑常務理事） 
①第 31 回ユニバーシアード競技大会代表候補選手選考基準 

  ６．事務局より （事務局長） 
①2020年度上半期業務執行理事報告書 
②事務局報告 
(1)今後の会議等予定 
(2)令和 2年秋の叙勲・褒章・文部科学大臣表彰について 

叙勲 旭日双光章  川田 進 氏（茨城県卓球連盟・会長） 
(3)年末年始業務について 
 

以上 


